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【解　説】

2（1）　（多角形の内角）

ｎ角形の内角の和は「180×（ｎ−2）」なので、180×（10−2）＝1440（度）

（2）　（円の面積）

半径８cmの円の面積は　8×8×3.14＝200.96（cm2）

（3）　（おうぎ形）

まわりの長さは「半径×2＋弧の長さ」なので、

12×2＋12×2×3.14× 120
360 ＝49.12（cm）

（4）　（正多角形の対角線）

正ｎ角形の対角線の本数はｎ×（ｎ−3）÷2 なので、

15×（15−3）÷2＝90（本）

（5）　（差集め算）

３枚ずつ配る　→　42枚あまり

５枚ずつ配る　→　ちょうど

全体の差をひとりあたりの差で割ると　42÷（5−3）＝21（人）

（6）　（場合の数）

積が奇数になるのは「奇数×奇数」の場合なので、

（1，1）、（1，3）、（1，5）、（3，1）、（3，3）、（3，5）、（5，1）、（5，3）、（5，5）の９通り

※奇数になるのは、１と３と５の３通りなので、3×3＝9（通り）

（7）　（約束記号）

【10，4】＋【7，3】＝（10−4）×5＋（7−3）×5＝50

3 　（旅人算）

（1）　太郎君と次郎君の１分あたりの速さの差は、300−200＝100（m）なので、

　100×8＝800（m）

（2）　２人がすれちがうまでに進む道のりの合計はＡＢ間の距離の2倍に等しいので、

　15×1000×2÷（300＋200）＝60（分後）

（3）　太郎君がＡ地点に戻ってくるのはスタートしてから、

　15×1000×2÷300＝100（分後） なので、

次郎君が進んだ道のりは、200×100＝20000（m）→20（km）

往復するための残りの道のりは、

　15×2−20＝10（km）
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4 　（売買損益算）

（1）　２割の利益をみこんだ定価は、原価の1.2倍なので、500×1.2＝600（円）

（2）　総売り上げは、600×（1000−50）＝570000（円）

（3）　利益は「売り上げ−仕入れ値」なので、

　570000−500×1000＝70000（円）

5 　（割合のつるかめ算）

（1）　ジュースＡ、ジュースＢそれぞれ200gの中の果汁の重さは、

　ジュースＡ　200×1.0＝200（g）　ジュースＢ　200×0.2＝40（g）

よって、（200＋40）÷（200＋200）＝0.6→60（％）

（2）　果汁50％ということは、全体の重さのうち果汁ではないものの重さも50％になります。

ジュースＢ300gのうち、果汁ではないものの重さは、

　300×（1−0.2）＝240（g）

これにジュースＡを加えても果汁ではないものの重さは変わらないので、できあがった

果汁50％のジュースの中の果汁ではないものの重さは240gです。

よって、できあがったジュース全体の重さは、240÷0.5＝480（g）

これはジュースＡとジュースＢの重さの和と等しいので、ジュースＡの重さは、

　480−300＝180（g）

（3）　果汁40％のジュース800gの中の果汁の重さは、800×0.4＝320（g）

もし800gが全部ジュースＢだったとすると果汁の重さは、800×0.2＝160（g）

ここで、1g分だけジュースＢからジュースＡに入れ替えると果汁は、

　1×（1−0.2）＝0.8（g）ずつ増えます。

よって、ジュースＡの重さは

　（320−160）÷0.8＝200（g）

6 　（円とおうぎ形）

（1）　三角形ＯＡＰと三角形ＯＡＱは合同なので、

角ＯＡＰ＝角ＯＡＱ　→　60÷2＝30（度）

（2）　三角形ＯＡＰは角ＯＡＰが30度の直角三角形なので、

辺ＯＡを１辺とする正三角形の半分です。

よって、ＯＡの長さはＯＰの長さの２倍。

　6×2＝12（cm）

（3）　おうぎ形ＡＢＣの半径の長さはＡＲの長さに等しいので、

　12＋6＝18（cm）

よって、求める面積は、18×18×3.14× 60
360 ＝169.56（cm2）
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7 　（場合の数）

（1）　８チームのトーナメント戦では１回戦が４試合、２回戦（準決勝）が２試合、決勝が１試

合なので、4＋2＋1＝7（試合）

※�トーナメント戦では優勝した１チーム以外のすべてのチームが１回ずつ負けるので、

負けたチームの数と試合の数が同じになります。

　よって、8−1＝7（試合）

（2）　（1）の別解と同様に考えて、49−1＝48（試合）

（3）　トーナメント表を上から見ていくと、

　１段目は２チーム

　２段目は４チーム

　３段目は８チーム

というように、１段下がるごとにチーム数が２倍になっていきます。

このまま続けると、

　４段目は16チーム

　５段目は32チーム

　６段目は64チーム

→　実際には49チームなので、６段目のうち15か所はチームが入りません。

６段目まであるトーナメントは優勝するために６試合勝たなければなりませんが、チー

ムが入っていないところは試合せずに５段目に進めます。

よって、優勝するためには少なくとも、6−1＝5（回） 勝たなければなりません。

8 　（約束記号）

（1）　１を入れると１が出てくる。

２、３、５、７などは、「入れた数＋1」が出てくる。

このあたりをもとに考えてみると、「約数の和」であることがわかります。

よって、17の約数は１と17　→　1＋17＝18

（2）　「約数の和」が24になる数は24より大きい数には存在しないので、続きを調べてみると、

　17→■→18、18→■→39、19→■→20、

　20→■→42、21→■→32、22→■→36、

　23→■→24、24→■→60

よって、24が出てくるのは、14、15、23の３個だけです。

（3）　（2）の考え方を使うと、入れた数より１大きな数が出てくるのは、入れる数が素数（１と

自分の数以外の約数を持たない数）の場合であることがわかります。

そこで、１〜100までの素数を調べてみると、

優勝
１段目…２チーム
２段目…４チーム
３段目…８チーム

Ａ B C D E F G H
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　２、３、５、７、11、13、17、19、23、29、31、37、41、43、47、

　53、59、61、67、71、73、79、83、89、97

以上、25個。
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小学５年  社会 ── 解答と解説
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IC工場は

ウ イ 九十九里（くじゅうくり） ア

ア小笠原（おがさわら） エ イ

ウ 多摩（たま） ウ

エ ア ウ

ア イ イア ア

イ エ 白神 ウ エ

イ エ 神奈川県 ドーナツ

イエア ウ コンテナ

エ

ウ プライバシー

ウイルス エア

ウ天塩

エ イ ア

ウ 加工（かこう） イサウジアラビア

　 　 　 　 空 港 や 高 速 道 路 の

近 く に 分 布 し て い る 。
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【解　説】

1　関東地方に関する問題

問１　関東平野にある相
さがみ

模原や武
むさし

蔵野など

の台地は、富
ふ

士
じ

山や箱根山の噴
ふん

火
か

などに

より堆
たい

積
せき

した火
か

山
ざん

灰
ばい

からなる関東ローム

に覆
おお

われています。笠
かさ

野
の

原は鹿
か

児
ご

島
しま

県、

牧ノ原は静
しず

岡
おか

県、三本木原は青森県にそ

れぞれあります。

問２　渡
わた

良
ら

瀬
せ

川は栃
とち

木
ぎ

県の日光連山に水
すい

源
げん

を発し、足
あし

尾
お

、桐
きりゅう

生、足利などを流れて

利根川に注ぐ、全長約100kmほどの河
か

川
せん

です。下流部には洪
こう

水
ずい

防
ぼう

止
し

と足尾鉱
こう

山
ざん

の

鉱
こう

毒
どく

防止のための渡良瀬遊水池が作られ

ています。隅
すみ

田
だ

川は荒
あら

川の下流部の名
めい

称
しょう

、江
え

戸
ど

川は千葉県野田市で利根川から

分流して東
とう

京
きょう

湾
わん

に注ぐ河川、相模川は山

中湖などを水源として相模湾に注ぐ河川

です。

問３　九
く

十
じゅう

九
く

里
り

浜
はま

は全長約60kmの砂
すな

浜
はま

海

岸で、背
はい

後
ご

には海岸平野である九十九里

平野が広がっています。

問４　三
み

宅
やけ

島の雄
お

山は2000年６月に大量

の火山性
せい

ガスの噴
ふん

出
しゅつ

を伴
ともな

う噴火をしたた

め、全島民が島外に避
ひ

難
なん

しました。

2005年２月には避難指
し

示
じ

は解
かい

除
じょ

されま

したが、現
げん

在
ざい

もガスの噴出は続いていま

す。

問５　小
お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

は豊
ほう

富
ふ

な生
せい

態
たい

系
けい

などが評
ひょう

価
か

されて世界遺
い

産
さん

に登録されました。小

笠原諸島は、中心の父島付近で東京本土

から南南東約1000kmにある島々です。

問６　茨
いばら

城
き

県は都道府県別生産量割
わり

合
あい

で、

メロンが約23％、ピーマンが約24％、

はくさいが約26％を占
し

めていてそれぞ

れ第１位となっています。さといもは全

国で第11位となっています。

問７　群
ぐん

馬
ま

県嬬
つま

恋
ごい

村は標高が1000ｍ以上

あり、夏でも涼
すず

しい気候を生かした高原

野菜の生産が盛
さか

んです。東海村は茨城県、

大
おお

潟
がた

村は秋田県、六
ろっ

ヶ
か

所
しょ

村は青森県にあ

ります。

問８　埼
さい

玉
たま

県狭
さ

山
やま

市やその周辺では茶の生

産が盛んです。こうぞは和紙、ゆうがお

の実はかんぴょう、てんさいは砂
さ

糖
とう

のそ

れぞれ原料となります。

問９　ａ鹿
か

島
しま

臨
りん

海
かい

工業地
ち

域
いき

は、茨城県の鹿
か

嶋
しま

市などの砂
さ

丘
きゅう

に建
けん

設
せつ

された掘
ほり

込
こ

み港の

周囲に広がっています。

　ｂ関東内陸工業地域は、東北自動車道や

関
かん

越
えつ

自動車道が開通したことなどにより

製
せい

品
ひん

などの輸送が便利になって一
いっ

層
そう

発
はっ

展
てん

しました。

問10　鎌
かま

倉
くら

彫
ぼり

は神
か

奈
な

川
がわ

県鎌倉市の伝
でん

統
とう

的
てき

工芸品で、漆
しっ

器
き

に彫
ちょう

刻
こく

が施
ほどこ

されています。

問11　ドーナツ化現
げん

象
しょう

は大都市の都心部

で人口が減
げん

少
しょう

し、周辺部で人口が増
ぞう

加
か

す

る現象です。

問12　筑
つく

波
ば

研究学園都市は茨城県つくば

市に、東京から大学や研究機関が移
い

転
てん

し

てできた新しい都市です。つくばエクス

プレスにより東京の都心と結ばれていま

す。

問13　東京国
こく

際
さい

空港は多
た

摩
ま

川の河
か

口
こう

周辺

にある国際空港で、24時間運用が可
か

能
のう

になっています。通
つう

称
しょう

である羽田空港と

呼
よ

ばれることも多くなっています。羽田

社会─解答と解説



空港は2010年に国際線ターミナルが開

業しました。

問14　東京から新
しん

幹
かん

線
せん

で鹿児島中央に行

くには、新
しん

大
おお

阪
さか

又は博多などで乗
の

り換
か

え

る必要があります。

2　東北・北海道地方に関する問題

問１　Ａの青森市などで８月上
じょう

旬
じゅん

に行われ

るねぶたは、鬼
おに

や武
ぶ

士
し

などをかたどった

山
だ

車
し

が町中を進みます。アは山形市など

で行われる花
はな

笠
がさ

、ウは秋田市で行われる

竿
かん

灯
とう

、エは仙
せん

台
だい

市で行われる七夕で、こ

の４つが東北四大祭りとなっています。

問２　りんごは冷
れい

涼
りょう

な気候を好む果物で、

Ｂの青森県津
つ

軽
がる

平野などの生産量が多く

なっています。

問３　白神山地は標高1000m ～ 1250mほ

どの山地で、広大なぶなの原生林が広が

っていることなどから、1993年に日本

で最初の世界遺産として、鹿児島県屋
や

久
く

島などとともに登録されました。

問４　Ｄは秋田県でウとなります。アは新
にい

潟
がた

県、イは北海道、エは山形県です。

問５　田
た

沢
ざわ

湖は、秋田県にあるカルデラに

水がたまってできたカルデラ湖で、水深

が約423mの日本で最も深い湖です。ア

は青森県の小川原湖、イは福島県の猪
い

苗
なわ

代
しろ

湖、ウは青森県秋田県にまたがる十和

田湖です。

問６　岩手県の松川には1966年につくら

れた、日本で最初の地熱発電所がありま

す。岩手県内には他に葛
かっ

根
こん

田
だ

地熱発電所

があります。

問７　Ｇの盛
もり

岡
おか

市では南部鉄器の生産が盛

んです。アの宮
みや

城
ぎ

伝
でん

統
とう

こけしは宮城県大
おお

崎
さき

市など、ウの将
しょう

棋
ぎ

駒
こま

は山形県天童市、

エの曲げわっぱは秋田県大館市でそれぞ

れ生産されている伝統的工芸品です。

問８　阿
あ

武
ぶ

隈
くま

高地は福島県や茨城県、宮城

県にまたがる丘
きゅう

陵
りょう

性
せい

山地です。

問９　平
ひら

泉
いずみ

は、仏
ぶっ

国土（浄
じょう

土
ど

）を表す中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

や毛
もう

越
つう

寺
じ

の建
けん

築
ちく

や庭園が評
ひょう

価
か

されて世

界遺産に登録されました。イは天橋立、

ウは松島、エは宮島の厳
いつく

島
しま

神社の写真で、

それぞれ日本三景となっています。

問10　雨温図は冬の降
こう

水
すい

量
りょう

が多いこと（＝

降
こう

雪
せつ

量
りょう

が多いこと）、夏の気温が対馬海

流の関係で比
ひ

較
かく

的
てき

高くなっていることな

どの特色がありますので、イの秋田市を

選びます。アのむつ市は８月の平
へい

均
きん

気温

が21.7℃と４つの都市の中で最も低くな

っています。ウの宮古市は冬の降水量が

少ないこと、エの山形市は夏と冬の気温

差が大きい、という特色があります。

問11　IC工場で生産される電子部品など

は軽くて小さいが価
か

格
かく

が高いため、飛行

機やトラックによる長
ちょう

距
きょ

離
り

輸
ゆ

送
そう

が可能に

なっています。東北地方では空港や高速

道路の近くにきれいな空気と労働力、広

い工場用地などを求めて多くのIC工場

が進出してきました。

問12　ａの渡
お

島
しま

半島は北海道の南西部に

ある半島で、津
つ

軽
がる

海
かい

峡
きょう

に突
つ

き出
で

ていて、

中心都市は函
はこ

館
だて

市です。ｂの積
しゃこ

丹
たん

半島は

北海道の西部にある日本海に突き出た半

島です。ｃの知
しれ

床
とこ

半島はオホーツク海に
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突き出た半島で、原生林やヒグマなどを

始めとする豊
ゆた

かな生態系が見られること

などから、世界遺産に登録されました。

ｄの根室半島は北海道の東
とう

端
たん

にある、太

平洋と根室湾を分ける半島です。

問13　天
て

塩
しお

川は天塩岳
だけ

に水源を発し、日

本海に注ぐ長さ約256kmの川です。

問14　サロマ湖はオホーツク海と砂
さ

州
す

で

隔
へだ

てられた潟
せき

湖
こ

で、ほたて貝の養
よう

殖
しょく

が盛

んです。

問15　谷
や

津
つ

干
ひ

潟
がた

は千葉県にあるラムサー

ル条
じょう

約
やく

登録地です。

問16　なすはインド原産の暖
あたた

かい気候を

好む作物で、北海道の都道府県別生産量

は全国で第47位となっています。

問17　北海道新幹線は2015年度末の開業

を目指して、現在新青森と新函
はこ

館
だて

北
ほく

斗
と

の

間で工事が進められています。最終的に

は札
さっ

幌
ぽろ

まで建設される予定です。

問18　札幌市は人口約193万人で、北海道

唯
ゆい

一
いつ

の政
せい

令
れい

指定都市となっています。北

海道の全人口約540万人の約35％を占め

ます。

問19　北海道の製造品出荷額は、札幌市

でのビールや乳
にゅう

製
せい

品
ひん

生産の他に、函館市

や小
お

樽
たる

市などで缶
かん

詰
づめ

工業などの水産加工

が盛んなことも反
はん

映
えい

して、食料品の割合

が高くなっているのが特色です。イは愛

知県、ウは長野県、エは東京都です。

3　日本の貿
ぼう

易
えき

に関する問題

問１　アはアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

、イはドイツ、

ウは日本、エは中国です。

問２　原油の輸
ゆ

入
にゅう

先はサウジアラビアを始

めとする中東諸
しょ

国
こく

が、80％以上を占め

ています。

問３　加工貿易は外国から原材料を輸入

し、これを製品に加工して輸
ゆ

出
しゅつ

する貿易

方式のことで、資
し

源
げん

に恵
めぐ

まれない、技
ぎ

術
じゅつ

水
すい

準
じゅん

の高い国に見られる貿易形態です。

問４　アは船
せん

舶
ぱく

、ウは石油製品、エは二輪

自動車の輸出先を示
しめ

しています。

問５　アはアメリカ合衆国、イは香
ほん

港
こん

、ウ

はオーストラリア、エは中国との貿易を

示しています。2014年の日本とアメリ

カ合衆国の貿易額は約21兆1919億円で、

日本の約６兆1066億円の黒字となって

います。アメリカ合衆国は肉類・小麦・

とうもろこし・果実・大豆・パルプ・医

薬品などで最大の輸入相手国となってい

ます。

問６　2014年の日本の中国からの輸入は、

約19兆1765億円となっています。その

うち衣類は約２兆3033億円で、日本の

衣類の輸入総額の約70.6％を占めていま

す。

問７　日本は金額で見ると鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

の約57

％、石炭の約64％、液
えき

化
か

天然ガスの約

20％をオーストラリアから輸入してい

ます。2014年の日本とオーストラリア

の貿易額は約６兆5909億円で、日本の

約３兆5885億円の赤字となっています。

問８　成田国際空港の輸出品目は科学光学

機器、集積回路が１位、２位となってい

ますが、これは小型かつ軽量であるわり

に価格が高いため、製品価格に占める輸
ゆ
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送
そう

費
ひ

の割合が小さくなり、高額な航空運
うん

賃
ちん

にも耐
た

えられるからです。アの名古屋

港は背
はい

後
ご

に自動車工業が盛んな都市があ

るため自動車が、ウの千葉港は石油化学

工業や鉄
てっ

鋼
こう

業
ぎょう

が盛んな京葉工業地域が背

後にあることから石油製品などが多くな

っています。エは東京港の輸入品目を金

額順に示していて、大消費地の東京が背

後にあるため衣類や魚
ぎょ

介
かい

類
るい

、肉類などの

輸入が多くなっています。

問９　コンテナは規
き

格
かく

化
か

された鋼
こう

鉄
てつ

製
せい

など

の箱で、中に貨物などを積
つ

み込
こ

みトラッ

クや船
せん

舶
ぱく

、鉄道などで輸送します。貨物

をコンテナに入れると、積み替
か

えが容
よう

易
い

で大量の貨物をむだなく輸送することが

できます。横
よこ

浜
はま

港や神戸港にはコンテナ

の積みおろしを行うための専
せん

用
よう

のクレー

ンを備
そな

えた埠
ふ

頭
とう

があります。

4　情
じょう

報
ほう

・通信に関する問題

問１　ケーブルテレビは電気による通信に

分類されます。他にファクシミリや衛
えい

星
せい

テレビ、データ通信などがあります。

問２（１）インターネットでは、偽
にせ

の情報

や個
こ

人
じん

に関する情報、法
ほう

律
りつ

に反する情報

などが流されることがありますので、多

くの情報を比
ひ

較
かく

検
けん

討
とう

して正しい情報かど

うかを判
はん

断
だん

する必要があります。

　（２）コンピュータウイルスはインター

ネットを通じて他のコンピュータに侵
しん

入
にゅう

し、データやコンピュータ本体を破
は

壊
かい

し

たりします。新しいコンピュータウイル

スは次々に生み出されてくるため、対
たい

策
さく

のための最新型のソフトウェアを用意し

ておくことが大切です。

問３　携
けい

帯
たい

電話を電車の中や混
こん

雑
ざつ

した空間

で使用すると、周囲に迷
めい

惑
わく

をかけること

になります。便利だからといって無
む

制
せい

限
げん

に使用できるわけではありません。

問４（１）情報を得る機会の少ない高
こう

齢
れい

者
しゃ

や収
しゅう

入
にゅう

の少ない人に対しては、社会的に

不利にならないような配
はい

慮
りょ

が必要です。

ビッグデータはインターネットの普
ふ

及
きゅう

な

どにより日々大量に生み出される大
だい

容
よう

量
りょう

のデータのこと、メディア・リテラシー

はインターネット上などで流されている

情報がかたよっていないかどうかを見極

めた上で、自分にとって必要なものを選
せん

択
たく

して利用する能
のう

力
りょく

、スマートグリッド

は電力の流れを最
さい

適
てき

化
か

できる「賢
かしこ

い送
そう

電
でん

網
もう

」のことです。

　（２）情報化社会の進展に伴い、プライ

バシーの権利には自分が個人情報を管理

する権利も含まれる、と考えられるよう

になってきています。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない�
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合�
…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
…－１点
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【解　説】

1　気温と地温の変化についての問題

（1）図１のグラフを見ると、午後４時（16

時）のときの地面の温度は32℃になって

いることがわかる。

（2）図１のグラフで、たて軸となる地面の

温度が最高の値になっているのは、12

時と14時の中間にあたる13時（午後１

時）ごろである。

（3）１日中よく晴れている状態では、昼に

は太陽光線が地表によく届いて地温が上

昇し、夜になると宇宙に熱がにげやすい

ので、図１のグラフに示されるように最

高温度と最低温度の差が大きくなる。

（4）温度計にはおおいをして直射日光が

あたらないようにしなければならない

が、太陽光線によって地面があたためら

れる様子を測定したいので、地面をおお

いでかくしてはいけない。また、温度計

の球部が地面の中に入っていないと地面

の温度を正確に測ることができないの

で、エのように温度計の球部はかくれる

ようにする。

（5）温度計に直接太陽光線があたると、あ

たたまった温度計の熱が加わることによ

り、測定した温度が実際の地温より高く

なってしまう。

（6）アのように太陽光線が垂直にあたる

ようにすると、よりせまい面積に光が集

中するので、光電池にあたる光線が強く

なってモーターに大きな電流が流れるよ

うになり、おもちゃの車が速く走る。

（7）地面は空気にくらべてあたまりやす

く・さめやすい性質があるため、１日の

中での最高温度と最低温度の差が大きく

なる。また、地表の熱は地中深くの場所

までにはほとんど届かないので、地中

20cmのあたりでは温度の変化がほとん

どみられない。これらのことから、１日

の中での温度変化が最も大きいアのグラ

フが地温の変化で、最も小さいウのグラ

フが地中20cmの温度変化であると考え

られる。

2　もののとけ方についての問題

（1）100gの水にとけるほう酸の量が示さ

れている表を見ると、水の温度が高くな

るほどとける量は増えてはいるが、温度

を２倍にしてもとける固体の量はちょう

ど２倍にはなっていないので、エが正し

いといえる。

（2）ミョウバンの結晶をルーペ（虫めが

ね）で見ると、四角すいを２つくっつけ

たような形をしている。ウのような立方

体状の結晶は食塩、エのような六角形の

うすい板状の結晶がほう酸である。

（3）水温が変わらないときは、水の量が２

倍・３倍・４倍となると、とける物質の

量も２倍・３倍・４倍となる。表により、

40℃の水が100gあるときは8.0gのほう

酸がとけるので、水の量を1.5倍の150g

にすると、とけるほう酸の量も1.5倍と

なり、8×1.5＝12（g）が答えになる。

（4）（3）と同様にして、40℃の水200gには、

25×2＝50（g）のミョウバンがとけるこ

とがわかる。水よう液の濃さは、水よう

液全体の重さに対するとけたものの重さ

の割合を％（百分率）で表したものなの
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で、200gの水に50gのミョウバンをとか

して250gとした水よう液の濃さは、50

÷250×100＝20（％）と求めることがで

きる。

（5）80℃の水が500gあるときには、ほう

酸を18.9×5＝94.5（g）とかすことができ

る。しかし、水温が20℃になるまで冷

やすと、4.7×5＝23.5（g）のほう酸しか

とけなくなるので、94.5−23.5＝71（g）

のほう酸が結晶となってあらわれる。こ

のようにして、飽和水よう液（とける限

界までとかした水よう液）を冷やすこと

によってきれいな結晶を作る方法を再結

晶法とよんでいる。

（6）はじめにとかした20gのミョウバンの

うち4.85gが結晶となって出てきたこと

から、水が蒸発したあとの飽和水よう液

にとけているミョウバンの重さは、20

−4.85＝15.15（g）になる。ここで、20℃

の水が100gあるときは10.1gのミョウバ

ンがとけるので、100× 15.15
10.1 ＝150（g）

の水しか残っていないことがわかり、３

日間放置することによって自然に蒸発し

た水の量は、200−150＝50（g）になる。

3　太陽の動きについての問題

（1）北半球にある日本では、太陽が朝に東

の地平線からのぼり、正午ごろに南の空

を向かって左から右へと動き、夕方に西

の地平線にしずむように見える。午前

10時ごろには太陽は東と南の中間にあ

たる南東の方角にあると考えられる。

（2）かげは太陽がある方角とは反対側に

できるので、太陽が南東の方角にあると

きはかげが北西の方角にできる。このこ

とから、図２のアが北西の方角を示して

いて、イの方角が北、クの方角が西とな

り、エの方角が東を示しているとわかる。

（3）正午ごろになって太陽が南中すると、

かげは北の方角にのびる。また、南中し

た太陽は午前10時ごろよりも空の高い

位置にあるので、かげの長さは午前10

時のときよりも短くなっているはずであ

る。これらのことから、図２のイの方向

に短いかげができているイが答えとな

る。

（4）日の出の時刻や日の入りの時刻は、と

もに太陽の上のはしが地平線上（水平線

上）にあるときのものである。

（5）１日のはじまりを真夜中の０時とす

ると、Ａ地点において太陽が南中するま

での時間は、日の出までの時間（５時間

41分）と日の入りまでの時間（17時間51

分）の平均であると考えることができる。

したがって、この日太陽が南中するまで

の時間は（５時間41分＋17時間51分）÷

2＝11時間46分となり、11時46分がこの

地点の南中時刻になる。

（6）地球が西から東に向かって自転して

いるので、太陽が東から西の方角に動い

ているように見え、日本の中でも東に位

置する地点ほど早く太陽が見え、西に位

置する地点ほどおそく太陽が見える。こ

のことから、地点Ｂの記録が松江のもの

であることがわかる。次に、南に位置す

る地点ほど太陽は高い空に見え、北に位

置する地点ほど太陽は低い空に見えるの

で、地点Ａの記録が千葉の、地点Ｃの記
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録が秋田のものであるとわかる。

（7）千葉での記録において、昼の長さがお

よそ12時間になっていて、太陽の南中

高度が55度に近くなっていることから、

この太陽の観察を行った日は３月20日

ごろの春分の日か、９月20日ごろの秋

分の日のどちらかであることがわかる。

したがって、答えはイになる。

（8）春分の日には、太陽が真東の地平線か

らのぼり、真西の地平線にしずむように

動くので、透明半球上に太陽の動きを記

すとイのようになる。

（9）図４において、アのように地軸が太陽

の方にかたむくと北半球の地点では太陽

高度が高くなるので、ここに地球がある

ときが夏至のころである。地球は太陽の

まわりを反時計まわりに公転しているの

で、エが秋分の日の、ウが冬至の日の、

イが春分の日の地球の位置である。

4　まめ電球の明るさについての問題

（1）かん電池の＋極から出た電流は、もと

のかん電池の−極にもどってくる。この

ような電流の流れる道のりを回路とい

う。回路ができていないときは電流が流

れることができず、まめ電球もつかない。

（2）豆電球クのように、豆電球を１つも通

らずに電流が流れる回路をショート（回

路）といい、豆電球クには電流が流れな

いのでつかない。また、ショートした回

路には一度にたくさんの電流が流れるの

で、発熱してとても危険である。

（3）（4）（5）豆電球アのように２個のか

ん電池を直列につなぐと、回路に流れる

電流が２倍に増えるが、豆電球キのよう

にかん電池をへい列につないでも、電池

が長持ちするようになるだけで豆電球に

流れる電流の大きさは変わらない。一方、

豆電球ウのように２個の豆電球を直列に

つなぐと、回路に流れる電流は1/2倍に

なるが、豆電球イのように２個の豆電球

をへい列につないでも、新しい回路がも

う１つ増えるだけなので、豆電球に流れ

る電流の大きさは変わらない。これらの

ことから、図１の豆電球に流れる電流の

大きさを△１ としてそれぞれの豆電球に

流れる電流の大きさを数字で示すと以下

の通りになる。

豆電球に流れる電流の大きさによって明る

さが決まるので、イ・エ・キの豆電球は図

１の豆電球と同じ明るさで、ア・カの豆電

球は図１の豆電球より明るく、ウ・オの豆

電球は図１の豆電球より暗くつくことがわ

かる。

（6）豆電球ケは豆電球エと回路が同じに

ア ウ オエイ カ キ2 21 1 12
1

2
1

ア ウ オエイ カ キ2 21 1 12
1

2
1

ア ウ オエイ カ キ2 21 1 12
1

2
1
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なっているので、図１の豆電球と同じ明

るさでついている。また、豆電球コは豆

電球アと同じ回路になっているので、図

１の豆電球より明るくついている。

（7）下の図のように、回路に流れる電流の

大きさをまとめると、図３のかん電池に

流れる電流は△3 で、豆電球カをふくむ回

路のかん電池に流れる電流は△4 なので、

図３のかん電池に流れる電流の方が小さ

くなっていて長持ちすると考えられる。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがって
  いない場合・・・不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  ・・・－１点
・�文章表現の不備がある場合
  ・・・－１点

ケ

コ 2

3

1 カ

4

2

2
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ら
、
美
和
子
も
美
和
子
の
家
族
も
み
の
り
に
感
謝
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
美
和
子
は
学
校
で
は
そ
の
気
持
ち
を
口

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い

た
み
の
り
は
、
美
和
子
を
「
友
達
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
！
」
と
つ
き
放
し

た
こ
と
を
、
美
和
子
に
す
ま
な
か
っ
た
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
八　

通と
お
る

は
み
の
り
に
、
美
和
子
を
「
嫌き
ら

い
」
な
の
か
「
好
き
」
な
の
か

と
せ
ま
り
ま
す
。嫌
い
な
ら
何
を
し
て
も
む
だ
だ
と
い
う
の
で
す
か
ら
、

「
傷
つ
け
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
は
相
手
を
「
好
き
」

だ
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
九　

こ
の
決
心
を
し
た
後
、
み
の
り
は
通
に
「
黄
色
い
目
の
魚
の
絵

…
…
返
し
て
も
ら
っ
て
い
い
」
と
た
の
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
絵
は
、
通

の
絵
で
は
な
く
、
か
つ
て
み
の
り
が
描
い
た
絵
で
す
。
そ
の
絵
を
美
和

子
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

問
十　

美
和
子
が
「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
と
み
の
り
は
だ

ん
だ
ん
安
心
し
て
い
き
ま
す
。
美
和
子
が
ど
ん
な
態
度
を
と
る
か
心
配

で
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

�　

故
事
成
語
の
知
識
を
問
う
問
題
で
す
。

①�　
「
画が

竜り
ょ
う

点て
ん

睛せ
い

」
と
は
竜
の
絵
を
描か

い
て
、
最
後
に
目
を
画
き
入
れ
る

こ
と
か
ら
、
最
後
の
大
事
な
仕
上
げ
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
一い
っ

般ぱ
ん

的て
き

に

は
「
画
竜
点
睛
を
欠
く
」
と
い
っ
て
、
最
後
の
大
事
な
仕
上
げ
を
欠
い

て
い
る
こ
と
を
表
現
し
ま
す
。

②�　

昔
、
杞き

の
国
の
人
が
、
天
が
落
ち
て
き
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
、
心
配

し
て
い
た
こ
と
を
さ
し
て
、
し
て
も
仕
方
が
な
い
心
配
の
こ
と
を

「
杞き

憂ゆ
う

」
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③�　

波
打
ち
際
で
鴫し
ぎ

と
蛤
は
ま
ぐ
り

と
が
争
っ
て
い
る
と
、
そ
こ
に
通
り
か
か
っ
た

漁ぎ
ょ

夫ふ

が
、
鴫
と
蛤
と
を
手
に
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

④�　

宝ほ
う

石せ
き

を
磨み
が

く
の
に
は
、
質
の
悪
い
宝
石
を
使
い
ま
す
。「
他
山
」
と

は
質
の
悪
い
宝
石
を
出
す
山
で
す
。
自
分
よ
り
は
劣お
と

っ
た
人
の
言
動
で

自
分
を
磨
く
こ
と
を
「
他
山
の
石
」
と
い
い
ま
す
。

⑤�　

昔
、
い
ち
ば
ん
速
く
蛇へ
び

の
絵
を
描
い
た
も
の
が
酒
を
一
人
占じ

め
す
る

と
い
う
約
束
で
、
み
ん
な
が
蛇
を
描
き
は
じ
め
ま
し
た
。
す
る
と
、
い

ち
ば
ん
速
く
画
き
あ
げ
た
者
が
、
余よ

裕ゆ
う

を
み
せ
て
、
蛇
に
足
を
つ
け
は

じ
め
ま
し
た
。
そ
の
と
き
二
番
目
に
描
き
あ
げ
た
者
が
、
酒
を
う
ば
い

と
っ
て
、
蛇
に
は
足
な
ん
か
な
い
と
い
い
ま
す
。「
蛇だ

足そ
く

」
と
は
よ
け

い
な
こ
と
を
す
る
こ
と
で
す
。

3
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「
ば
っ
と
」
が
最
適
で
す
。

　

Ｂ�　

男
子
た
ち
が
い
っ
せ
い
に
笑
う
よ
う
す
を
表
し
ま
す
。「
ど
っ
と
」

が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

Ｃ�　

美
和
子
の
お
母
さ
ん
は
、
私わ
た
し

を
見
て
か
ら
、「
ま
じ
め
に
う
な
ず

き
」
ま
す
。
見
る
と
き
も
「
ま
じ
め
」
に
見
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、「
じ
っ
と
」
が
適
当
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

Ｄ�　
「
薄う
す

暗
く
」「
不
気
味
に
見
え
る
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、「
ぞ
っ
と
」

が
い
い
で
し
ょ
う
。

問
二　

美
和
子
は
「
海
へ
行
っ
た
の
に
日
焼
け
し
な
い
タ
イ
プ
」
で
、

「
茶
色
い
髪か
み

の
毛
も
肩か
た

ま
で
伸の

び
て
、
ま
す
ま
す
キ
レ
イ
」
な
子
で
す
。

男
の
子
に
と
っ
て
は
気
に
な
っ
て
な
ら
な
い
存そ
ん

在ざ
い

で
す
。
し
か
も
、

「
か
わ
い
い
の
に
、
ウ
ジ
ウ
ジ
オ
ド
オ
ド
す
る
女
の
子
」
と
な
れ
ば
、

男
の
子
た
ち
は
つ
い
イ
ビ
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
女
の

子
か
ら
見
れ
ば
、
美
和
子
は
か
わ
い
く
て
、
い
つ
も
男
の
子
た
ち
の
注

目
を
あ
び
て
い
る
存
在
で
す
か
ら
、
ね
た
ま
し
く
て
し
か
た
が
な
い
の

で
し
ょ
う
。
ク
ラ
ス
委
員
の
近こ
ん

藤ど
う

が
、
美
和
子
を
か
ば
う
み
の
り
の
行

動
に
文
句
を
つ
け
る
の
は
、
暴
力
的
な
み
の
り
へ
の
反
感
も
あ
る
で
し

ょ
う
が
、
美
和
子
へ
の
ね
た
み
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

問
三　

み
の
り
に
し
て
み
れ
ば
、
自
分
は
正
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ

と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
文
句
を
つ
け
ら
れ
る
の
は
心

外
で
す
。
な
ぜ
自
分
が
責せ

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
と
い
う
思

い
が
一
気
に
こ
み
あ
げ
て
、
顔
が
熱
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

問
四　

こ
の
と
き
の
み
の
り
は
、
泣
い
て
い
る
美
和
子
を
見
て
、「
か
わ

い
そ
う
」
と
は
思
わ
ず
、「
ム
カ
ム
カ
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
弱
虫
の
泣
き
虫
」
と
、
泣
い
て
い
る
美
和
子
の
悪
口
を
言
い

ま
す
。

問
五　
「　
の
な
い
人
間
は
ど
ん
な
に
最
低
か
」
と
い
う
の
は
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
み
の
り
を
責
め
た
こ
と
ば
で
す
。
こ
の
こ
と

ば
に
対
し
て
、
み
の
り
は
「
お
父
さ
ん
だ
っ
て
…
…
思
い
や
り
の
か
け

ら
も
な
い
」
と
反は
ん

論ろ
ん

し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
お
父
さ
ん
は
み
の
り
を

「
思
い
や
り
の
な
い
人
間
」
と
責
め
立
て
、
み
の
り
は
「
お
父
さ
ん

だ
っ
て
…
…
思
い
や
り
の
か
け
ら
も
な
い
」
と
反
論
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

問
六　

美
和
子
の
家
か
ら
の
帰
り
道
で
、
お
母
さ
ん
は
美
和
子
に
「
も
し
、

あ
の
子
が
シ
ョ
ッ
ク
で
自
殺
で
も
し
た
ら
あ
ん
た
の
せ
い
に
な
る
の
よ
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、
そ
ん
な
事
態
に
な
る
こ
と
が
心
配

だ
っ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、
謝
罪
し
て
お
こ
う
と
考
え
た
の
で
し
ょ

う
。
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
謝
っ
た
と
い
う
事
実
を
残
す
こ
と
が
大

事
な
の
で
あ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
和
解
で
き
た
か
ど
う
か
は
さ
ほ
ど
重

要
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
美
和
子
の
お
母
さ
ん
が
「
誰だ
れ

に

も
会
い
た
く
な
い
と
…
…
」
と
伝
え
る
と
、「
そ
、
そ
う
で
す
ね
…
…

い
え
、
よ
ろ
し
い
ん
で
す
よ
」
と
あ
っ
さ
り
引
き
下
が
り
ま
す
。
謝
罪

し
た
と
い
う
事
実
さ
え
残
れ
ば
い
い
の
で
、
無
理
に
和
解
す
る
必
要
は

な
い
か
ら
で
す
。

問
七　

学
校
で
は
、
美
和
子
は
み
の
り
を
か
ば
お
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
み
の
り
が
腹は
ら

を
立
て
た
の
は
、
美
和
子
が
自
分
を
大
事
に
は
思
っ

て
い
な
い
の
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
お
母
さ
ん
の
話
か

④
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識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

は
、「
夕
や
け
」「
う
つ
く
し
い
」
と
い
う
字
を
自
分
の
も
の
に
し
た

女
性
が
、
同
時
に
「
夕
や
け
は
う
つ
く
し
い
」
と
い
う
知
識
を
自
分

の
も
の
に
し
た
と
こ
ろ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
知

識
は
、
多
く
の
人
が
身
に
つ
け
て
い
る
「
常
識
」
で
も
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
と
ば
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
常
識
に
し
ば
ら
れ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

問
四　
「
こ
の
女
性
に
と
っ
て
、
ま
わ
り
の
世
界
が
…
…
」
の
段
落
に
、

「
字
を
自
分
の
も
の
に
し
た
こ
と
で
…
…
思
い
を
、
く
っ
き
り
と
気
持

ち
に
刻き
ざ

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
こ
と
ば
を
知
ら
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、
な
ん
と
な
く
気
分
が

悪
か
っ
た
り
、
気
分
が
よ
か
っ
た
り
し
て
も
、
そ
の
自
分
の
気
分
そ
の

も
の
を
は
っ
き
り
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
気
分
が
い
い
、

気
分
が
悪
い
と
い
う
こ
と
ば
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
気
持
ち

を
は
っ
き
り
と
認に
ん

識し
き

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
も
と
も
と
、
他
人

に
伝
え
る
た
め
に
生
ま
れ
た
こ
と
ば
は
、
文
字
と
な
る
と
、
い
っ
そ
う

自
分
自
身
の
気
持
ち
を
認
識
す
る
た
め
に
大
き
な
は
た
ら
き
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

※　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正
解

と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤ご

字じ

脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、
二
つ

あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま
た
解
答

の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
五　

最
初
は
「
物
」
を
使
っ
て
意
志
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
人
間
た

ち
は
次
に
、「
絵
」「
絵
文
字
」「
岩
石
文
字
」
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た

と
本
文
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
パ
イ
オ
ニ
ア
に
の
せ
ら
れ
た
手
紙
は
、

「
絵
」
が
、
気
持
ち
を
伝
え
る
う
え
で
大
き
な
は
た
ら
き
を
す
る
と
い

う
具
体
例
で
す
。

問
六　
「
夕
や
け
」
と
い
う
も
の
と
「
う
つ
く
し
い
」
と
い
う
感
覚
と
が

一
つ
に
な
っ
て
、「
夕
や
け
は
う
つ
く
し
い
」
と
い
う
新
た
な
認
識
が

生
ま
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

問
七　

こ
と
ば
を
使
わ
ず
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
伝
え
ら
れ
る
と
い
う

「
ア
」
や
「
エ
」
は
誤あ
や
ま

り
で
す
。
こ
と
ば
の
後
で
す
ぐ
に
文
字
を
生
み

だ
し
た
と
い
う
「
ウ
」
も
誤
り
。「
イ
」
は
パ
イ
オ
ニ
ア
に
積
ま
れ
た

宇
宙
人
へ
の
手
紙
の
内
容
に
合
っ
て
い
ま
す
。
地
球
の
文
字
も
こ
と
ば

も
理
解
で
き
な
い
宇
宙
人
に
は
、
文
字
よ
り
も
図
や
数
字
、
あ
る
い
は

絵
の
ほ
う
が
通
じ
る
わ
け
で
す
。
例
外
的
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合

も
あ
る
と
、
本
文
か
ら
読
み
と
れ
ま
す
。

　

�　

佐さ

藤と
う

多た

佳か

子こ

の
「
黄
色
い
目
の
魚
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

い
つ
も
か
ば
っ
て
や
っ
て
い
た
美み

和わ

子こ

は
、
み
の
り
の
こ
と
を
か
ば
お

う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
裏う
ら

切
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
み
の

り
は
、
つ
い
、
美
和
子
な
ど
自
分
の
友
だ
ち
で
は
な
い
と
言
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
美
和
子
の
家
に
行
っ
た
み
の
り
は
、
美
和
子
が
ふ
だ
ん

か
ら
ど
れ
ほ
ど
み
の
り
を
大
切
に
思
っ
て
い
た
の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
、

つ
い
に
美
和
子
と
仲
な
お
り
し
よ
う
と
決
意
し
ま
す
。

問
一　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
こ
と
ば
が
入
り
ま
す
。

　

Ａ�　

お
ど
ろ
い
て
、
あ
わ
て
て
立
ち
あ
が
る
よ
う
す
を
表
し
ま
す
。
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【
解　

説
】

　
�　

川か
わ

崎さ
き

洋ひ
ろ
し

の
「
こ
と
ば
の
力
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

筆
者
は
ま
ず
、
こ
と
ば
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
生

ま
れ
た
の
か
を
説
明
し
ま
す
。
そ
し
て
、
読
者
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
ば
を

自
分
の
も
の
に
す
る
よ
う
に
説
い
て
い
き
ま
す
。

問
一　

前
後
の
関
係
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ａ�　

ま
ず
「
み
ん
な
の
共
有
財
産
で
す
」
と
こ
と
ば
の
利
点
を
あ
げ
、

さ
ら
に
「
ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
て
も
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
」
と
も
う
一
つ
の
利
点
を
つ
け
加
え
て
い
ま
す
。「
し
か
も
」
で

つ
な
ぎ
ま
す
。

　

Ｂ�　

前
半
に
は
知
っ
て
い
る
こ
と
ば
の
数
が
少
な
い
子
ど
も
だ
か
ら
こ

そ
、
新し
ん

鮮せ
ん

な
感
じ
を
あ
た
え
る
詩
を
書
け
る
の
だ
と
、
こ
と
ば
を
知

ら
な
い
こ
と
の
利
点
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、後
半
に
は
、

そ
れ
で
は
「
舌
足
ら
ず
」
の
表
現
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
欠
点
が
書

か
れ
て
い
き
ま
す
。
前
半
と
後
半
と
で
は
反
対
の
内
容
に
な
り
ま
す

の
で
、「
し
か
し
」
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

Ｃ�　
「
他
の
惑わ
く

星せ
い

系
に
住
む
…
…
知
能
の
高
い
生
物
」
と
「
宇う

宙ち
ゅ
う

人じ
ん

」

と
は
同
じ
も
の
で
す
。
同
じ
も
の
を
言
い
か
え
る
と
き
に
は
「
す
な

わ
ち
」
を
使
い
ま
す
。

　

Ｄ�　

こ
の
前
ま
で
は
「
物
」
か
ら
「
絵
」、「
象
形
文
字
」
と
こ
と
ば
が

発は
っ

展て
ん

し
て
き
た
過
程
を
説
明
し
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
こ
こ
よ
り
後

で
は
「
こ
と
ば
」
の
も
つ
力
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ

か
ら
話
題
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、「
と
こ
ろ
で
」
を
使
い
ま
す
。

問
二　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
こ
と
ば
が
入
り
ま
す
。

　

ａ�　
「
お
手
上
げ
」
と
言
い
ま
す
。
降こ
う

参さ
ん

の
し
る
し
に
手
を
上
げ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
ま
っ
た
く
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
表
し
ま

す
。

　

ｂ�　

障し
ょ
う

害が
い

に
あ
っ
て
思
う
よ
う
に
進
め
な
い
こ
と
を
「
足
を
と
ら
れ
る
」

と
い
い
ま
す
。

　

ｃ�　

こ
と
ば
の
表
現
が
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
っ
た
り
、
言
い
方
が
稚ち

拙せ
つ

な

こ
と
を
「
舌
足
ら
ず
」
と
い
い
ま
す
。

　

ｄ�　
「
自
分
の
意
志
を
他
人
に
伝
え
る
」
た
め
の
こ
と
ば
は
、
も
と
も

と
口
で
伝
え
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
「
文
字
」
と
し
て
の
こ
と
ば

が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
こ
と
ば
は
さ
ら
に
重
大
な
役や
く

割わ
り

を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
三　

本
文
の
次
の
部
分
を
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

１�　
「
地
球
に
人
類
が
誕た
ん

生じ
ょ
う

し
て
以
来
…
…
」
の
段だ
ん

落ら
く

に
、「
自
分
の
意

志
を
他
人
に
伝
え
る
必
要
か
ら
こ
と
ば
が
生
ま
れ
ま
し
た
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
音
と
し
て
の
こ
と
ば
は
、
は
じ
め
は
他
人
に
意
志
を

伝
え
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

２�　

本
文
の
最
後
に
、
ギ
タ
ー
を
弾ひ

く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
ま
す
ま

す
ギ
タ
ー
が
好
き
に
な
っ
た
り
、
進
歩
し
た
り
し
た
と
い
う
体
験
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
字
を
知
る
と
い
う
の
は
、
ど

こ
か
こ
れ
に
似
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、字
（
こ
と
ば
）

も
、
自
分
で
使
っ
て
み
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
だ
い
じ
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

３�　
「
子
ど
も
が
、
と
き
ど
き
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
…
…
」
の
段
落

に
「
世せ

俗ぞ
く

の
ち
り
や
救
い
よ
う
の
な
い
常
識
の
泥ど
ろ

水み
ず

に
足
を
と
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
か
ら
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
と
ば
を
知
ら

な
け
れ
ば
常
識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
こ
と
ば
を
知
る
と
常
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